
Fig.1 細胞分離チップ 

Fig.2 流路サイズと含有磁性粒子サイズの最適値 

Fig.3 磁性粒子含有流路作製の二段階樹脂形成方法 
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好塩基球細胞を用いたアレルギー検査手法は、極微

量の血液から信頼性のある検査が可能である [1,2]。

しかし好塩基球細胞は白血球の0.5%としか存在せず、

極微量の血液から分離するにはマイクロ流路を用いた

分離が必要になる。そこで我々は、約100μlの血液か

ら好塩基球細胞を分離し、分離で得られた細胞を用い

てSPR測定をする細胞分離検査チップ(Fig.1)の研究を

行っている。 

細胞分離の原理は磁力を用いる。好塩基球以外の不

要な白血液細胞に磁気ビーズの修飾を行い、磁場の働

くマイクロ流路内を通す。この際、磁力により好塩基

球と不要な細胞に分離され、不要な細胞は流路内に留

まり、目的の好塩基球を回収する事ができる。磁力で

引き付ける力を強くするために、流路近傍に磁性粒子

を含有した細胞分離用マイクロ流路の作製し、局所磁

場勾配を利用し細胞分離を行っている。 

本研究は効率の良い細胞分離流路が求められており、

磁力で引き付ける力を強くするためには、磁性粒子の

最適サイズの検討と流路近傍への配置が課題となって

いる。今回の研究では流路サイズと含有する磁性粒子

のサイズの最適値を理論に導出し、その最適サイズに

対応した二段階樹脂形成手法（Fig.2）を行った。 
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